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は
じ
め
に
　
韓
国
ド
ラ
マ
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
る

テ
レ
ビ
局
の
変
遷

　
韓
国
で
制
作
さ
れ
る
ド
ラ
マ
の
本
数
は
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。﹁
世
界
で
一
番
多
く
の
ド
ラ
マ
が
作

ら
れ
る
の
が
韓
国
﹂
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
本
数
が
多
い
の
は
、
ド
ラ
マ
好
き
な
国
民

性
が
関
係
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
ド
ラ
マ
を
好
ん
で
見
る
人
が
と
て
も
多
い
の
で
、
需
要
に
合
わ
せ
て
各

テ
レ
ビ
局
に
は
新
作
ド
ラ
マ
を
放
送
す
る
枠
が
あ
る
。

　
そ
ん
な
韓
国
で
長
く
ド
ラ
マ
の
放
送
を
担
っ
て
き
た
の
が
、
視
聴
者
が
多
い
地
上
波
の
３
大
テ
レ
ビ
局

だ
。
そ
れ
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
で
あ
る
。

　
各
テ
レ
ビ
局
が
設
立
さ
れ
た
背
景
を
見
て
み
よ
う
。

　
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
は
公
共
放
送
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
政
府
が
出
資
し
て
民
間
で
運
営
す
る
半
官

半
民
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
は
完
全
な
民
間
放
送
だ
。

　
ま
ず
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
か
ら
。
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１
９
６
１
年
に
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
、
１
９
７
３
年
に
特
殊
法
人
と
し
て
公
社
化
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
１
９
６
９
年
か
ら
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
て
い
る
が
、
当
初
は
民
間
放
送
だ
っ
た
。
し
か
し
、

後
に
政
府
の
介
入
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
実
は
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
は
民
間
の
Ｔ
Ｂ
Ｃ
（
東
洋
放
送
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
Ｍ

Ｂ
Ｃ
、
Ｔ
Ｂ
Ｃ
が
３
大
テ
レ
ビ
局
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
１
９
８
０
年
に
軍
事
政
権
が
言
論
を
統
制
す
る
と
い
う
強
硬
な
政
策
を
行
な
い
、
Ｔ
Ｂ
Ｃ
は

Ｋ
Ｂ
Ｓ
に
完
全
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
も
株
式
を
軍
事
政
権
に
押
さ
え
ら
れ
て
政
府

の
干
渉
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
さ
に
当
時
は
テ
レ
ビ
局
に
と
っ
て
﹁
受
難
の
時
代
﹂
で
あ
っ
た
。

番
組
の
途
中
に
Ｃ
Ｍ
が
な
い

　
韓
国
で
は
、
１
９
８
７
年
に
民
主
化
が
実
現
し
て
、
軍
事
政
権
が
終
わ
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
言

論
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
１
９
９
０
年
に
放
送
法
が
変
わ
っ
て
民
間
放
送
が
開
局
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
に
Ｓ
Ｂ
Ｓ
が
誕
生

し
た
。
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以
来
、
公
共
放
送
の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
半
官
半
民
の
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
民
間
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
と
い
う
３
大
テ
レ
ビ
局
の
並
立

体
制
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
軍
事
政
権
時
代
の
名
残
が
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
は
﹁
Ｋ
Ｂ
Ｓ
１
﹂
と
﹁
Ｋ
Ｂ
Ｓ
２
﹂
の
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、
１
９
８
０
年
に
Ｔ
Ｂ
Ｃ
を
吸
収
し
た
影
響
な
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、﹁
Ｋ
Ｂ
Ｓ
２
﹂
は
公
共
放
送
で

あ
り
な
が
ら
Ｃ
Ｍ
放
送
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
韓
国
の
放
送
局
は
原
則
的
に
番
組
の
途
中
に
Ｃ
Ｍ
を
入
れ
な
い
。
そ
の
分
、
Ｃ
Ｍ
は
番
組
の
最

初
と
最
後
に
集
中
的
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ド
ラ
マ
の
放
送
時
も
同
様
だ
。

　
制
作
側
は
、
Ｃ
Ｍ
挿
入
を
想
定
し
て
各
場
面
を
調
整
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
韓
国
の
ド
ラ
マ
は
テ
ン

ポ
よ
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
１
話
あ
た
り
の
放
送
時
間
も
フ
レ
シ
キ
ブ

ル
だ
。
60
分
前
後
だ
っ
た
ド
ラ
マ
が
最
終
話
あ
た
り
に
な
っ
て
90
分
ほ
ど
に
長
く
な
る
場
合
が
あ
る
の
も
、

放
送
時
間
を
自
在
に
動
か
せ
る
か
ら
だ
。
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優
秀
な
Ｐ
Ｄ
が
テ
レ
ビ
局
を
退
社

　
世
界
的
に
人
気
を
博
し
て
い
る
現
在
の
韓
国
ド
ラ
マ
。
そ
の
隆
盛
を
導
い
た
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
ド
ラ
マ
の
質
の
高
さ
と
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
ド
ラ
マ
制
作
会
社
の
成

功
が
大
き
い
。
そ
の
流
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

　
韓
国
で
は
、
20
世
紀
ま
で
は
３
大
テ
レ
ビ
局
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
が
自
分
た
ち
で
ド
ラ
マ
を

制
作
し
て
放
送
す
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
以
降
に
ド
ラ
マ
制
作
の
現
場
で

劇
的
な
変
化
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
３
大
テ
レ
ビ
局
の
社
員
だ
っ
た
優
秀
な
Ｐ
Ｄ
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
監
督
を
兼
ね
た
人
）
が
、
自

分
が
制
作
し
た
ド
ラ
マ
の
成
功
を
踏
み
台
に
し
て
、
積
極
的
に
テ
レ
ビ
局
を
退
社
し
て
自
ら
の
制
作
会
社

を
作
る
動
き
が
加
速
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
当
時
は
、
大
衆
文
化
の
振
興
を
は
か
る
政
府
も
ド
ラ
マ
制
作
に
お
い
て
外
部
委
託
を
増
や
す
政
策
を
推

し
進
め
て
い
て
、
独
立
し
た
ド
ラ
マ
制
作
会
社
が
増
え
て
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
、
力
が
あ
る
Ｐ
Ｄ
が
ド
ラ
マ
の
制
作
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　
そ
の
流
れ
の
中
で
後
に
﹁
ス
タ
ジ
オ
ド
ラ
ゴ
ン
﹂
の
よ
う
な
怪
物
級
の
制
作
会
社
も
誕
生
し
た
。
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ま
た
、
３
大
テ
レ
ビ
局
だ
け
で
な
く
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
て
、
韓
国
の
テ
レ
ビ

環
境
は
群
雄
割
拠
の
﹁
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
﹂
が
加
速
し
た
。

配
信
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

　
韓
国
テ
レ
ビ
界
に
お
け
る
﹁
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
﹂
は
、
ド
ラ
マ
本
数
を
増
や
し
、
質
を
高
め
た
。
た
と

え
ば
、tvN

や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｃ
と
い
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
優
れ
た
ド
ラ
マ
を
放
送
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。

　
特
に
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
のtvN
の
大
成
功
は
特
筆
す
べ
き
も
の
だ
。
こ
の
テ
レ
ビ
局
が
な
け
れ
ば
傑
作

の
多
く
が
視
聴
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
う
と
、﹁
韓
国
ド
ラ
マ
の
た
め
に
本
当
にtvN

が

あ
っ
て
良
か
っ
た
﹂
と
痛
感
す
る
。

　
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い
た
韓
国
ド
ラ
マ
を
さ
ら
に
後
押
し
し
た
の
が
、
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
ぶ
り
だ
。

　
実
際
、N
etflix

は
韓
国
ド
ラ
マ
を
放
送
と
同
時
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
、
世
界
中
の
韓
国

ド
ラ
マ
愛
好
者
た
ち
の
需
要
に
応
え
て
き
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、﹁
ス
タ
ジ
オ
ド
ラ
ゴ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ド
ラ
マ
制
作
会
社
の
隆
盛
﹂﹁
良
質
な
ド
ラ
マ

を
放
送
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
奮
闘
﹂﹁
韓
国
ド
ラ
マ
を
世
界
標
準
に
育
て
た
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
ぶ
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り
﹂
な
ど
が
好
循
環
の
輪
を
作
っ
て
韓
国
ド
ラ
マ
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
新
た
な
動
き
も
起
こ
っ
た
。
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
に
知
名
度
が
低
い
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

が
﹃
ウ
・
ヨ
ン
ウ
弁
護
士
は
天
才
肌
﹄
と
い
う
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、
誰
も
が
知
る
テ
レ
ビ
局
と
し
て

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

脚
本
家
は
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い

　
韓
国
で
は
連
続
ド
ラ
マ
を
１
週
間
に
２
話
ず
つ
放
送
す
る
の
が
通
常
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
月
火
、
水
木
、
土
日
と
い
う
よ
う
に
２
夜
連
続
で
放
送
し
て
い
く
。
こ
れ
だ
け
短
期
間
に

連
続
し
て
放
送
す
る
と
、
か
つ
て
は
撮
影
現
場
が
徹
夜
続
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
は
﹁
働
き
方

改
革
﹂
で
以
前
の
よ
う
な
過
密
日
程
の
撮
影
を
避
け
る
傾
向
が
強
い
。

　
隔
世
の
感
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
の
撮
影
は
放
送
直
前
に
始
ま
っ
て
集
中
し
て
作
業
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
普
通
だ
っ
た
の
に
、
今
は
、
事
前
に
撮
影
を
終
え
て
お
く
と
い
う
余
裕
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む

割
合
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
ラ
マ
を
撮
影
す
る
環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
良
質
の
ド
ラ
マ
を
作
る
上
で
、
優

れ
た
脚
本
家
の
労
力
は
相
変
わ
ら
ず
﹁
超
人
的
﹂
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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撮
影
は
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
脚
本
は
共
作
で
な
い
か
ぎ
り
１

人
の
書
き
手
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
も
、
最
近
の
韓
国
ド
ラ
マ
界
を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
優
れ
た
脚
本
家
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て

い
る
。
し
か
も
、
特
に
強
調
し
た
い
の
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
理
由
は
様
々
に
あ
る
が
、
非
常
に
重
要
な
の
は
収
入
の
問
題
だ
。

女
性
脚
本
家
の
作
品
の
特
徴

　
原
則
的
に
、
脚
本
家
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
演
出
家
は
大
き
な
会
社
の
社
員

だ
が
、
脚
本
家
は
生
活
の
保
障
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
韓
国
に
は
脚
本
家
が
世
に
出
る
上
で
独

特
の
慣
習
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
韓
国
で
は
、
脚
本
家
を
め
ざ
す
人
は
一
流
の
脚
本
家
の
弟
子
に
な
っ
て
修
業
を
積
ん
で
作
品
を
書
け
る

チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
、
と
い
う
仕
組
み
が
常
態
化
し
て
い
た
。

　
そ
の
間
は
報
酬
を
期
待
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
安
定
し
た
収
入
を
求
め
る
男
性
が
脚
本
家
を
め
ざ

す
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
経
済
的
に
融
通
が
利
く
女
性
の
ほ
う
が
脚
本
家
の
修
業
を
積
む
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
多
か
っ
た
。
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そ
う
し
た
土
壌
の
中
か
ら
優
れ
た
女
性
の
書
き
手
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
、
一
気
に
脚
本
の
世
界
が
女

性
ラ
イ
タ
ー
の
独
壇
場
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
次
世
代
の
脚
本
家
志
望
の
女
性
も
世
に
出
て

き
や
す
い
。

　
今
で
も
、
韓
国
放
送
作
家
協
会
が
主
宰
す
る
脚
本
家
養
成
講
座
の
受
講
生
は
、
圧
倒
的
に
女
性
が
占
め

て
い
る
。
男
性
は
本
当
に
数
少
な
い
。
か
く
し
て
、
女
性
脚
本
家
が
次
々
に
一
本
立
ち
し
て
優
れ
た
脚
本

を
書
く
流
れ
が
定
着
し
て
い
る
。

　
女
性
の
書
く
シ
ナ
リ
オ
は
総
体
的
に
み
れ
ば
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
生
活
感
が
あ
り
、
心
理
描
写
が
巧
み
で
、

セ
リ
フ
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

　
し
か
も
、
視
聴
者
が
予
測
で
き
な
い
展
開
に
持
っ
て
い
く
発
想
が
豊
か
で
あ
る
。

　
ド
ラ
マ
の
出
来
を
左
右
す
る
最
大
の
要
因
は
、
ズ
バ
リ
言
っ
て
脚
本
だ
。
ド
ラ
マ
好
き
と
し
て
は
、
韓

国
に
優
秀
な
女
性
脚
本
家
が
次
々
に
登
場
す
る
流
れ
を
本
当
に
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
相
乗
効
果
を
生
か
し
て
韓
国
ド
ラ
マ
界
は
発
展
を
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康 
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〜
私
の
お
じ
さ
ん
〜
』
人
間
愛
と
兄
弟
愛
に
満
ち
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ　
53



『
二
十
五
、
二
十
一
』
人
生
の
一
番
良
い
時
期
を
心
地
よ
く
追
憶
！　
59
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﹁
ラ
ブ
コ
メ
＆
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
﹂
は
韓
ド
ラ
の
真
骨
頂
　

65

『
太
陽
の
末
裔 Love U

nder The Sun

』
主
人
公
２
人
の
姿
に
喝
采
を
送
り
た
く
な
る
！　
66

『
キ
ム
秘
書
は
い
っ
た
い
、
な
ぜ
？
』
際
立
つ
キ
ャ
ラ
が
最
高
に
愉
快
な
ラ
ブ
コ
メ
の
王
道　
68

『
花
様
年
華
〜
君
と
い
た
季
節
〜
』
最
も
輝
い
た
瞬
間
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る　
73

『
人
生
最
高
の
贈
り
物
〜
よ
う
こ
そ
、
サ
ム
グ
ァ
ン
ハ
ウ
ス
へ
〜
』 

　
安
定
し
た
﹁
誤
解
と
和
解
﹂
の
人
情
ス
ト
ー
リ
ー　
75

『
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
：
夢
の
扉
』
新
し
い
企
業
を
成
長
さ
せ
る
過
程
に
酔
い
し
れ
る　
78

『
女
神
降
臨
』
胸
キ
ュ
ン
の
シ
ン
デ
レ
ラ
気
分
を
満
喫
！　
81

『
海
街
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
』
あ
ん
な
美
し
い
海
辺
に
住
み
た
い
と
思
え
て
く
る　
84

『
そ
の
年
、
私
た
ち
は
』
青
春
ド
ラ
マ
の
珠
玉
の
名
場
面
に
感
動
！　
87

『
気
象
庁
の
人
々
：
社
内
恋
愛
は
予
測
不
能
⁈
』
独
身
主
義
者
の
年
下
の
彼
氏
に
迫
る
美
女
に
注
目
！　
91



『
社
内
お
見
合
い
』
キ
ム
・
セ
ジ
ョ
ン
の
怪
演
が
誘
う
﹁
大
い
な
る
爆
笑
﹂　
94

第

3
章　

大
人
の
最
高
の
娯
楽
を
見
せ
て
く
れ
る
﹁
人
生
ド
ラ
マ
﹂　
99

『
ミ
セ
ン
―
未
生
―
』
大
手
商
社
の
エ
リ
ー
ト
に
な
っ
た
臨
場
感
を
味
わ
え
る　
100

『
恋
の
ス
ケ
ッ
チ
〜
応
答
せ
よ
１
９
８
８
〜
』
ソ
ウ
ル
の
下
町
を
舞
台
に
し
た
横
丁
人
情
物
語　
102

『
月
桂
樹
洋
服
店
の
紳
士
た
ち
〜
恋
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
！
〜
』
挫
折
し
た
人
た
ち
が
奮
闘
す
る
人
間
ド
ラ
マ　
105

『
刑
務
所
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
監
獄
の
世
界
を
生
き
抜
く
人
々
を
人
間
く
さ
く
描
く　
108

『
賢
い
医
師
生
活
』
５
人
の
医
師
の
公
私
に
わ
た
る
活
躍
を
描
く　
110

『
ナ
ビ
レ
ラ
―
そ
れ
で
も
蝶
は
舞
う
―
』
バ
レ
エ
を
通
し
て
老
人
と
若
者
の
人
生
が
重
な
る　
112

『
39
歳
』
40
代
を
迎
え
る
３
人
の
女
性
の
リ
ア
ル
な
生
き
方
を
描
く　
116

『
私
の
解
放
日
誌
』
心
を
動
か
さ
れ
る
セ
リ
フ
と
人
間
描
写
が
秀
逸　
118

『
私
た
ち
の
ブ
ル
ー
ス
』
豪
華
キ
ャ
ス
ト
が
織
り
な
す
極
上
の
オ
ム
ニ
バ
ス
物
語　
120



第
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﹁
時
代
劇
﹂
に
は
珠
玉
の
傑
作
が
揃
っ
て
い
る
　

127

『
太
陽
を
抱
く
月
』
人
間
の
情
念
を
刺
激
す
る
珠
玉
の
ス
ト
ー
リ
ー　
128

『
雲
が
描
い
た
月
明
り
』
楽
し
い
ラ
ブ
コ
メ
と
重
厚
な
歴
史
ド
ラ
マ
が
巧
み
に
融
合
！　
130

『
麗
〈
レ
イ
〉
〜
花
萌
ゆ
る
８
人
の
皇
子
た
ち
〜
』
イ
ケ
メ
ン
の
皇
子
た
ち
と
美
女
の
歴
史
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
！　
132

『
花
郎
〈
フ
ァ
ラ
ン
〉』
古
代
の
新
羅
時
代
に
イ
ケ
メ
ン
の
エ
リ
ー
ト
が
躍
動
！　
135

『
仮
面
の
王
　
イ
・
ソ
ン
』
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
生
き
る
宿
命
を
負
っ
た
世
子
の
物
語　
138

『
七
日
の
王
妃
』
国
王
と
弟
が
１
人
の
美
女
を
奪
い
合
う
王
朝
絵
巻　
141

『
不
滅
の
恋
人
』
名
高
い
王
子
２
人
に
同
時
に
愛
さ
れ
た
女
性
の
苦
悩
！　
143

『
１
０
０
日
の
郎
君
様
』
命
を
狙
わ
れ
た
世
子
が
奮
闘
す
る
物
語　
145

『
私
の
国
』
激
動
の
時
代
に
建
国
に
燃
え
る
人
た
ち
を
縦
横
に
描
く　
150

『
王
に
な
っ
た
男
』
１
人
２
役
に
扮
し
た
ヨ
・
ジ
ン
グ
の
演
技
力
が
凄
い
！　
152

『
ヘ
チ 

王
座
へ
の
道
』
一
番
輝
か
し
い
王
位
継
承
物
語
を
テ
ン
ポ
よ
く
描
く　
154

『
新
米
史
官
ク
・
ヘ
リ
ョ
ン
』
朝
鮮
王
朝
時
代
の
活
発
年
上
女
子
の
奮
戦
記　
158



『
風
と
雲
と
雨
』
史
実
に
即
し
た
完
成
度
が
高
い
歴
史
巨
編　
160

『
王
女
ピ
ョ
ン
ガ
ン
　
月
が
浮
か
ぶ
川
』
古
代
史
の
有
名
な
キ
ャ
ラ
が
生
き
生
き
し
て
い
た　
162

『
ポ
ッ
サ
ム
〜
愛
と
運
命
を
盗
ん
だ
男
〜
』
美
男
美
女
の
言
葉
の
攻
防
が
時
代
を
動
か
す　
164

『
恋
慕
』
パ
ク
・
ウ
ン
ビ
ン
が
男
装
し
て
冷
淡
な
世
子
に
！　
168
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ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
展
開
が
凄
い
﹁
ホ
ラ
ー
＆
サ
ス
ペ
ン
ス
﹂　
171

『
イ
カ
ゲ
ー
ム
』
地
獄
を
見
た
人
が
挑
む
究
極
の
死
の
ゲ
ー
ム
！　
172

『
今
、
私
た
ち
の
学
校
は
…
』
人
間
の
英
知
と
勇
気
を
か
け
て
ゾ
ン
ビ
と
戦
う　
177

『
地
獄
が
呼
ん
で
い
る
』
地
獄
を
想
起
さ
せ
る
映
像
が
恐
ろ
し
い　
179

『
椿
の
花
咲
く
頃
』
ラ
ブ
コ
メ
の
中
に
ゾ
ッ
と
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
劇
が
絡
む　
182

『
悪
の
花
』
共
に
暮
ら
す
夫
が
も
し
も
殺
人
鬼
だ
っ
た
ら
？　
185

『
Ｄ
．Ｐ
．―
脱
走
兵
追
跡
官
―
』
軍
隊
の
現
実
を
赤
裸
々
に
描
く
問
題
作
！　
187

『
未
成
年
裁
判
』
未
成
年
を
裁
く
判
事
た
ち
の
葛
藤
に
釘
付
け
！　
189



『
シ
ス
タ
ー
ズ
』
貧
し
い
境
遇
の
三
姉
妹
が
大
金
の
絡
む
事
件
に
没
入
！　
192

第
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癖
に
な
る
ほ
ど
面
白
い
厳
選
の
﹁
異
色
作
﹂　
195

『
応
答
せ
よ
１
９
９
７
』﹁
応
答
せ
よ
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
重
要
な
第
１
作
！　
196

『
相
続
者
た
ち
』
振
り
返
れ
ば
出
演
陣
が
﹁
人
気
俳
優
の
宝
庫
﹂　
199

『
Ｓ
Ｋ
Ｙ
キ
ャ
ッ
ス
ル
〜
上
流
階
級
の
妻
た
ち
〜
』
学
歴
社
会
の
勝
ち
組
を
争
う
熾
烈
な
戦
い　
201

『
ノ
ク
ド
ゥ
伝
〜
花
に
降
る
月
明
り
〜
』
イ
ケ
メ
ン
主
人
公
が
女
装
し
て
ヒ
ロ
イ
ン
と
同
居
！　
203

『
愛
は
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
、
人
生
は
ワ
ン
ダ
フ
ル
』
傷
を
負
っ
た
人
た
ち
の
人
生
を
丁
寧
に
描
く　
207

『
青
春
の
記
録
』
夢
に
向
か
う
若
者
た
ち
と
そ
の
家
族
の
物
語　
212

『
復
讐
の
花
束
を
あ
な
た
に
』
と
こ
と
ん
﹁
や
み
つ
き
に
な
る
愛
憎
復
讐
劇
﹂　
215

『
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
』
ワ
ケ
あ
り
の
イ
ン
テ
リ
が
巨
大
な
権
力
に
挑
む　
218

『
御
史
と
ジ
ョ
イ
』
奔
放
な
２
人
が
躍
動
す
る
風
変
わ
り
な
ラ
ブ
コ
メ
時
代
劇　
221

『
ア
ン
ナ
ラ
ス
マ
ナ
ラ
―
魔
法
の
旋
律
―
』
魔
術
・
サ
ス
ペ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
嬉
し
い
融
合
ド
ラ
マ　
224



『
美
男
堂
の
事
件
手
帳
』
祭
り
の
賑
わ
い
の
よ
う
な
快
活
ド
ラ
マ　
227

『
還
魂
』
魂
が
刺
激
さ
れ
る
新
時
代
の
不
思
議
映
像
ド
ラ
マ　
230

第
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次
に
見
る
べ
き
作
品
が
わ
か
る
﹁
究
極
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂　
233

１ 

新
し
い
韓
ド
ラ
・
フ
ァ
ン
が
絶
対
に
見
る
べ
き
﹁
レ
ジ
ェ
ン
ド
﹂
ド
ラ
マ　
234

２ 

設
定
が
奇
抜
な
﹁
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ロ
マ
ン
ス
﹂
ド
ラ
マ
の
ベ
ス
ト
５　
237

３ 

パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
の
俳
優
魂
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
３
つ
の
痛
快
作
品
は
？　
241

４ 

夫
や
彼
氏
を
﹁
韓
ド
ラ
の
沼
﹂
に
絶
対
に
誘
い
込
め
る
傑
作
ベ
ス
ト
５　
245

５ 

壮
大
な
歴
史
を
描
い
て
ド
ラ
マ
性
に
も
優
れ
た
厳
選
の
痛
快
時
代
劇
は
？　
249

６ 

韓
国
の
Ｏ
Ｌ
や
ビ
ジ
ネ
ス
事
情
が
わ
か
る
﹁
会
社
ド
ラ
マ
﹂
ベ
ス
ト
３　
252

７ 

ハ
ン
・
ヒ
ョ
ジ
ュ
が
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
た
人
気
ド
ラ
マ
・
ベ
ス
ト
５　
255

８ 

不
思
議
な
主
人
公
が
縦
横
に
活
躍
す
る
痛
快
ド
ラ
マ
こ
の
５
本
！　
259

９ 

誠
実
な
人
が
一
生
懸
命
に
奮
闘
し
て
い
る
姿
を
応
援
し
た
く
な
る
ド
ラ
マ
３
本
！　
263



10 

パ
ク
・
ウ
ン
ビ
ン
主
演
で
﹃
ウ
・
ヨ
ン
ウ
﹄
以
外
に
絶
対
に
見
る
べ
き
３
本
は
？　
266

11 

多
く
の
ス
タ
ー
を
輩
出
し
た
﹁
大
出
世
ド
ラ
マ
﹂
の
ベ
ス
ト
３　
270

12 

歴
史
上
の
と
て
つ
も
な
い
女
性
を
描
い
た
実
録
時
代
劇
の
ベ
ス
ト
５　
273

本
文
に
登
場
す
る
主
な
俳
優
の
出
演
作
一
覧　
285
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第
１
章
　
真
っ
先
に
見
た
い
最
高
の
「
話
題
作
」

最
近
の
韓
国
ド
ラ
マ
で
特
に
注
目
を
集
め
た
人
気
作
を
最
初
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

力
が
あ
る
制
作
会
社
が
独
自
の
企
画
発
掘
ス
タ
イ
ル
を
駆
使
し
て
生
み
出
し

た
新
作
の
数
々
…
…
﹁
世
界
﹂
を
意
識
し
て
作
り
こ
ん
だ
ド
ラ
マ
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
本
当
に
見
応
え
が
あ
る
。
﹁
な
ぜ
次
々
に
韓
国
ド
ラ
マ
を
見
る

の
か
﹂
。
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
が
こ
の
章
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

真
っ
先
に
見
た
い
最
高
の

﹁
話
題
作
﹂

第1章



セ
ン
ス
が
い
い
脚
本

　
韓
国
ド
ラ
マ
の
制
作
環
境
の
底
力
を
感
じ
さ
せ
る
傑
作
だ
。

　
と
に
か
く
、
設
定
が
興
味
深
い
。

　
ウ
・
ヨ
ン
ウ
は
、
子
供
の
頃
か
ら
法
律
条
項
を
な
ん
で
も
暗
記
し
て
し
ま
う
天
才
だ
っ
た
。

　
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な
の
だ
が
、
超
有
名
な
ハ
ン
バ
ダ
法
律
事
務
所
の
新
人
弁
護
士
と
な
り
、
周
囲

の
理
解
を
得
な
が
ら
難
し
い
訴
訟
案
件
を
見
事
に
解
決
し
て
い
く
。

　
何
よ
り
も
、
パ
ク
・
ウ
ン
ビ
ン
の
演
技
力
が
凄
い
。
主
人
公
ウ
・
ヨ
ン
ウ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
雰
囲
気
を
し

っ
か
り
演
じ
き
っ
て
い
る
。

OO1
no.

ウ・ヨ
ン
ウ
弁
護
士
は
天
才
肌

社
会
現
象
を
巻
き
起
こ
し
た
痛
快
な
弁
護
士
物
語

 
放
送
年  

２
０
２
２
年　

 

放
送
局  

Ｅ
Ｎ
Ａ　

 

脚
本  

ム
ン
・
ジ
ウ
ォ
ン　

 

演
出  

ユ
・
イ
ン
シ
ク

 
出
演
者（
役
名
）   

パ
ク
・
ウ
ン
ビ
ン（
ウ
・
ヨ
ン
ウ
）　

カ
ン
・
テ
オ（
イ
・
ジ
ュ
ノ
） 

カ
ン
・
ギ
ヨ
ン（
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
ソ
ク
）　

ハ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン（
チ
ェ
・
ス
ヨ
ン
）

全16話

（ENA）

20



　
ド
ラ
マ
で
は
、
毎
話
、
ウ
・
ヨ
ン
ウ
弁
護
士
が
難
題
の
訴
訟
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
第
１
話
は
、
老
夫
婦
の
話
だ
っ
た
。
夫
婦
喧
嘩
に
よ
っ
て
認
知
症
の
夫
が
大
け
が
を
負
う
が
、
そ
こ
に

は
妻
の
暴
力
と
は
別
の
原
因
が
潜
ん
で
い
た
。

　
第
２
話
は
、
豪
華
な
結
婚
式
の
最
中
に
新
婦
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
が
脱
げ
て
し
ま
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

を
取
り
上
げ
て
い
た
。
結
婚
式
場
が
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
結
婚
す
る
新
郎
新
婦
の
家
族
問

題
が
さ
ら
に
難
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
第
３
話
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
弟
が
学
業
優
秀
な
兄
を
暴
力
で
死
な
せ
た
事
件
が
描
か
れ
て
い

た
。
弟
は
本
当
に
怒
り
か
ら
兄
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
の
か
。
事
件
は
ま
る
で
違
う
展
開
に
な
っ
て
い
く
。

　
第
４
話
は
、
三
兄
弟
の
相
続
問
題
の
話
だ
っ
た
。
兄
２
人
は
末
弟
が
と
て
も
不
利
に
な
る
よ
う
に
親
の

財
産
を
分
配
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
法
律
的
に
可
能
な
の
か
ど
う
か
。
ウ
・
ヨ
ン
ウ
弁
護
士
が
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
る
が
、
起
死
回
生
の
証
拠
作
成
に
挑
ん
で
い
く
。

　
以
上
の
よ
う
に
第
４
話
ま
で
内
容
を
紹
介
し
た
が
、﹃
ウ
・
ヨ
ン
ウ
弁
護
士
は
天
才
肌
﹄
の
基
本
は
１
話

完
結
あ
る
い
は
２
話
完
結
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
問
題
提
起
か
ら
結
末
ま
で
巧
み
に
プ
ロ
ッ
ト
が
作
ら
れ
て

い
る
。
特
に
、
セ
ン
ス
が
い
い
脚
本
の
出
来
に
大
い
に
納
得
で
き
る
。
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理
想
的
な
上
司

　
共
演
者
の
顔
ぶ
れ
も
好
感
が
持
て
る
。

　
カ
ン
・
テ
オ
は
、
法
律
事
務
所
職
員
の
イ
・
ジ
ュ
ノ
に
扮
し
て
い
て
、
イ
ケ
メ
ン
青
年
を
爽
や
か
に
演

じ
て
い
る
。

　
ド
ラ
マ
の
中
で
、
ウ
・
ヨ
ン
ウ
は
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
異
様
に
関
心
が
高
く
、
仕
事
の
最
中
で
も
突
拍
子

も
な
く
ク
ジ
ラ
の
話
を
延
々
と
繰
り
広
げ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
ん
な
場
面
で
も
、
イ
・
ジ
ュ
ノ
は
優
し

く
受
け
と
め
て
ウ
・
ヨ
ン
ウ
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
く
。

　
第
１
話
で
印
象
的
な
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

　
ウ
・
ヨ
ン
ウ
が
新
人
弁
護
士
に
な
っ
た
日
、
法
律
事
務
所
が
あ
る
ビ
ル
の
前
に
立
っ
た
と
き
に
彼
女
は

回
転
式
の
ド
ア
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
を
助
け
て
く
れ
た
の
が
イ
・
ジ
ュ
ノ
だ
っ
た
。
と
て
も
親
切
な
若
者
で
、
ウ
・
ヨ
ン
ウ
も
大
い
に

助
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
結
局
は
彼
女
を
仕
事
の
面
で
も
適
切
に
補
佐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
イ
・
ジ
ュ
ノ
に
扮
し
た
カ
ン
・
テ
オ
は
、
と
て
も
柔
ら
か
い
感
性
を
出
し
て
演
じ
て
い
る
。

　
意
外
に
も
、
彼
は
以
前
に
出
演
し
た
ド
ラ
マ
で
は
狡
猾
な
悪
役
を
演
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
、﹃
ノ
ク
ド
ゥ

伝
〜
花
に
降
る
月
明
り
〜
﹄
で
の
ユ
ル
ム
と
い
う
役
だ
っ
た
。
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ユ
ル
ム
は
前
半
こ
そ
育
ち
の
い
い
若
様
を
演
じ
て
い
た
が
、
後
半
は
あ
く
ど
く
王
位
を
狙
う
人
物
に
な

っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
悪
役
を
憎
た
ら
し
く
演
じ
て
い
た
カ
ン
・
テ
オ
も
、
一
転
し
て
﹃
ウ
・
ヨ
ン
ウ
弁
護
士
は
天
才

肌
﹄
で
は
爽
や
か
で
頼
も
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
変
身
し
て
い
た
。

　
俳
優
は
演
じ
る
役
で
劇
的
に
変
わ
る
。
そ
の
こ
と
を
カ
ン
・
テ
オ
は
ス
マ
ー
ト
に
見
せ
て
く
れ
た
。

　
次
に
、
ウ
・
ヨ
ン
ウ
の
上
司
に
な
っ
て
い
る
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
ソ
ク
弁
護
士
が
い
い
。
カ
ン
・
ギ
ヨ
ン

が
と
て
も
知
的
に
演
じ
て
い
る
。

　
こ
の
チ
ョ
ン
弁
護
士
は
、
ハ
ン
バ
ダ
法
律
事
務
所
の
シ
ニ
ア
弁
護
士
で
43
歳
と
い
う
設
定
だ
。

　
彼
は
新
人
と
し
て
加
わ
っ
て
き
た
ウ
・
ヨ
ン
ウ
を
温
か
く
見
守
り
、
豊
富
な
経
験
か
ら
巧
み
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
っ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
弁
護
士
と
し
て
自
信
を
な
く
し
た
ウ
・
ヨ
ン
ウ
が
辞
表
を
提
出
し
た
と
き
は
、
あ
え
て
受
理

し
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
彼
女
が
無
断
欠
勤
を
し
て
も
、
復
帰
を
辛
抱
強
く
待
っ
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
、
心
強
い
﹁
理
想

的
な
上
司
﹂
だ
。

　
ハ
ン
バ
ダ
に
は
ウ
・
ヨ
ン
ウ
に
対
し
て
批
判
的
な
ク
ォ
ン
・
ミ
ヌ
弁
護
士
（
チ
ュ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
が
演
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じ
て
い
る
）
が
い
る
の
だ
が
、
チ
ョ
ン
弁
護
士
は
彼
を
冷
静
に
た
し
な
め
て
い
る
。

　
そ
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
た
の
が
第
９
話
の
言
葉
だ
っ
た
。

　
ウ
・
ヨ
ン
ウ
が
裁
判
で
不
手
際
が
あ
っ
た
と
き
、
ク
ォ
ン
弁
護
士
が
懲
罰
を
求
め
た
の
だ
が
、
チ
ョ
ン

弁
護
士
は
き
っ
ぱ
り
言
い
切
っ
た
。

﹁
一
緒
に
仕
事
を
し
て
問
題
が
生
じ
た
ら
、
お
互
い
に
話
を
し
て
解
決
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
い
ち
い
ち
罰

を
与
え
る
よ
う
な
や
り
方
を
私
は
し
ま
せ
ん
﹂

　
こ
こ
ま
で
言
わ
れ
た
ら
、
ク
ォ
ン
弁
護
士
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
場
面
で
は
、
画
面
の
前
で
拍
手
を
し
た
人
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

春
の
日
差
し
の
よ
う
な
人

　
ウ
・
ヨ
ン
ウ
の
頼
も
し
い
同
僚
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
ハ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
が
演
じ
て
い
る
チ
ェ
・
ス
ヨ

ン
弁
護
士
だ
。

　
彼
女
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ウ
・
ヨ
ン
ウ
を
支
え
て
く
れ
て
い
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
も
同
期
だ
っ
た
。

　
実
際
、
ウ
・
ヨ
ン
ウ
は
チ
ェ
・
ス
ヨ
ン
弁
護
士
の
人
柄
に
つ
い
て
直
接
本
人
に
向
か
っ
て
そ
の
印
象
を

語
っ
て
い
る
。
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﹁
あ
ん
た
は
春
の
日
差
し
の
よ
う
な
人
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
と
き
、
講
義
室
の
位
置
や
休
講

の
情
報
、
試
験
範
囲
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た
。
私
が
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
と
き
も
、
か
ば
っ
て
く
れ
た
。

明
る
く
て
、
温
か
く
て
、
優
し
く
て
、
情
が
深
い
人
だ
﹂

　
こ
の
よ
う
に
最
大
級
の
好
意
で
ウ
・
ヨ
ン
ウ
は
チ
ェ
・
ス
ヨ
ン
弁
護
士
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
目
の

前
で
そ
れ
を
言
わ
れ
た
チ
ェ
・
ス
ヨ
ン
弁
護
士
も
、
た
だ
感
激
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
確
か
に
、
ウ
・
ヨ
ン
ウ
の
周
囲
に
は
善
意
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ク
ォ
ン
・
ミ
ヌ
弁
護
士
だ
け
が
ウ
・

ヨ
ン
ウ
に
対
し
て
と
て
も
批
判
的
な
の
だ
が
、
そ
ん
な
彼
も
ド
ラ
マ
が
進
む
に
つ
れ
て
、
違
っ
た
一
面
を

見
せ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
ラ
マ
を
通
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
変
化
し
て
い
く
の
も
﹃
ウ
・
ヨ
ン
ウ
弁
護
士
は
天

才
肌
﹄
の
大
き
な
持
ち
味
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
主
役
の
ウ
・
ヨ
ン
ウ
だ
け
は
終
始
変
わ
ら
な
い
。
彼
女
は
空
気
を
読
ま
な
い
の
だ
が
、
何
ご

と
に
も
一
生
懸
命
で
、
自
分
が
信
じ
た
道
を
ひ
た
走
る
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
が
大
事
な
の
だ
が
、
パ
ク
・
ウ
ン
ビ
ン
が
演
じ
た
ウ
・
ヨ
ン
ウ
は
、
周
囲
の
人
た
ち
が

守
っ
て
あ
げ
た
い
と
素
直
に
思
え
る
ほ
ど
愛
ら
し
か
っ
た
。

主
役
２
人
の
演
技

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
ド
ラ
マ
化
し
た
﹃
赤
い
袖
先
﹄
は
、
既
存
の
時
代
劇
の
中
で
も
抜
き
ん
で
た
完

成
度
を
誇
っ
て
い
た
。

　
何
よ
り
も
、
史
実
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
抒
情
性
が
あ
っ
た
し
、
細
部
ま
で
洗
練
さ
れ

た
映
像
美
は
視
聴
者
の
感
性
を
心
地
よ
く
刺
激
し
て
く
れ
た
。

　
ド
ラ
マ
作
り
と
い
う
の
は
大
衆
の
た
め
の
究
極
的
な
総
合
芸
術
と
言
え
る
が
、﹃
赤
い
袖
先
﹄
は
企
画
・

脚
本
・
演
出
・
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
撮
影
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
比
類
な
き
成
功
を
収
め
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、﹁
朝
鮮
王
朝
の
王
宮
を
舞
台
に
し
た
時
代
劇
の
最
高
傑
作
﹂
と
評
す
る
こ
と
が
で
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主
役
２
人
の
演
技

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
ド
ラ
マ
化
し
た
﹃
赤
い
袖
先
﹄
は
、
既
存
の
時
代
劇
の
中
で
も
抜
き
ん
で
た
完

成
度
を
誇
っ
て
い
た
。

　
何
よ
り
も
、
史
実
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
抒
情
性
が
あ
っ
た
し
、
細
部
ま
で
洗
練
さ
れ

た
映
像
美
は
視
聴
者
の
感
性
を
心
地
よ
く
刺
激
し
て
く
れ
た
。

　
ド
ラ
マ
作
り
と
い
う
の
は
大
衆
の
た
め
の
究
極
的
な
総
合
芸
術
と
言
え
る
が
、﹃
赤
い
袖
先
﹄
は
企
画
・

脚
本
・
演
出
・
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
撮
影
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
比
類
な
き
成
功
を
収
め
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、﹁
朝
鮮
王
朝
の
王
宮
を
舞
台
に
し
た
時
代
劇
の
最
高
傑
作
﹂
と
評
す
る
こ
と
が
で

OO2
no.

『
赤
い
袖
先
』

国
王
と
宮
女
を
描
い
た
王
朝
宮
廷
劇
の
最
高
傑
作

 

放
送
年  
２
０
２
１
〜
２
０
２
２
年　

 

放
送
局  

Ｍ
Ｂ
Ｃ　

 

脚
本  

チ
ョ
ン
・
ヘ
リ　

 

演
出  

チ
ョ
ン
・
ジ
イ
ン

 

出
演
者（
役
名
）   

イ
・
ジ
ュ
ノ（
イ
・
サ
ン
）　

イ
・
セ
ヨ
ン（
ソ
ン
・
ド
ギ
ム
）　

イ
・
ド
ク
フ
ァ（
英
祖
） 

カ
ン
・
フ
ン（
ホ
ン
・
ド
ン
ノ
）

全17話

（MBC）
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き
る
。

　
当
初
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
一
番
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
22
代
王
・
正
祖
（
チ
ョ
ン
ジ
ョ
）
と
彼
が
愛
し
た
宮
女

ソ
ン
・
ド
ギ
ム
の
至
上
の
愛
を
描
い
て
い
る
点
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
正
祖
に
つ
い
て
は
名
作

﹃
イ
・
サ
ン
﹄（
２
０
０
７
〜
２
０
０
８
年
）
で
細
か
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
イ
・
ソ
ジ
ン
が
演
じ
た
主
人
公
イ
・
サ
ン
（
正
祖
）
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
名
君
に
ふ
さ
わ
し
い
思
慮
深

さ
と
威
厳
に
満
ち
て
い
て
、
ド
ラ
マ
好
き
な
人
た
ち
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
再

び
正
祖
と
宮
女
の
物
語
を
ド
ラ
マ
化
す
る
と
、
視
聴
者
は
﹁
結
末
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
話
﹂
を
見
せ

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
危
惧
を
払
拭
し
た
の
が
、﹃
赤
い
袖
先
﹄
の
演
出
を
担
っ
た
チ
ョ
ン
・
ジ
イ
ン
監
督
だ
っ
た
。
才

能
豊
か
な
こ
の
女
性
監
督
は
、
チ
ョ
ン
・
ヘ
リ
脚
本
家
と
協
力
し
て
原
作
小
説
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
巧
み
に

ド
ラ
マ
に
取
り
い
れ
、
１
人
の
女
官
か
ら
見
た
名
君
の
苦
悩
と
成
長
を
写
実
的
に
描
い
た
。

　
特
に
、
イ
・
ジ
ュ
ノ
と
イ
・
セ
ヨ
ン
と
い
う
２
人
の
主
人
公
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
大
成
功
だ
っ
た
、

と
言
え
る
。

　
ド
ラ
マ
﹃
赤
い
袖
先
﹄
が
兵
役
か
ら
の
復
帰
作
と
な
っ
た
イ
・
ジ
ュ
ノ
は
、
徹
底
的
に
史
実
を
頭
に
入

れ
て
名
君
の
人
物
像
を
豊
か
な
表
現
力
で
演
じ
て
い
た
。
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ま
た
、
子
役
時
代
か
ら
経
験
豊
富
な
イ
・
セ
ヨ
ン
は
、
ま
る
で
自
分
が
朝
鮮
王
朝
時
代
に
生
き
て
い
た

か
の
よ
う
な
存
在
感
で
宮
女
ソ
ン
・
ド
ギ
ム
を
情
緒
深
く
演
じ
き
っ
て
い
た
。
改
め
て
、
ド
ラ
マ
の
成
功

を
左
右
し
た
の
は
﹁
主
人
公
２
人
の
演
技
力
﹂
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　
さ
ら
に
言
う
と
、
英
祖
（
ヨ
ン
ジ
ョ
）
を
演
じ
た
重
鎮
俳
優
イ
・
ド
ク
フ
ァ
の
緊
迫
感
あ
ふ
れ
る
演
技

が
ド
ラ
マ
を
引
き
締
め
、
王
宮
の
許
さ
れ
ざ
る
愛
を
描
い
た
作
品
に
重
厚
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
加
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
完
成
し
た
﹃
赤
い
袖
先
﹄
は
、
史
実
に
基
づ
い
た
王
朝
宮
廷
劇
の
面
白
さ
を
改
め
て
再
認
識

さ
せ
て
く
れ
た
。
最
近
は
史
実
に
は
な
い
架
空
の
物
語
が
時
代
劇
を
彩
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、﹃
赤
い
袖

先
﹄
の
成
功
を
機
に
再
び
正
統
派
の
宮
廷
劇
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

﹃
赤
い
袖
先
﹄
の
成
功
の
意
味
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

ま
さ
に
女
官
実
録
物
語

﹃
赤
い
袖
先
﹄
で
は
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
視
点
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
そ
れ
は
、
王
宮
で
奉
職
す
る
女
官
た
ち
の
人
生
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

　
特
に
、
年
齢
を
重
ね
て
い
っ
た
女
官
の
生
き
ざ
ま
に
つ
い
て
も
説
得
力
が
あ
る
描
き
方
を
し
て
い
た
。

　
今
ま
で
、
韓
国
時
代
劇
で
は
王
宮
で
働
く
女
官
が
数
限
り
な
く
登
場
し
て
い
る
が
、﹃
赤
い
袖
先
﹄
ほ
ど
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リ
ア
ル
な
生
き
方
が
描
写
さ
れ
た
ド
ラ
マ
は
記
憶
に
な
い
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
﹁
国
王
と
宮
女
の
禁
じ
ら
れ
た
情
愛
﹂
を
題
材
に
し
て
い
る
と
同

時
に
、
イ
・
セ
ヨ
ン
が
演
じ
た
ソ
ン
・
ド
ギ
ム
を
中
心
に
し
て
、
王
宮
が
成
立
す
る
た
め
の
必
須
人
物
で

あ
る
女
官
に
優
し
い
視
点
を
注
い
で
い
た
。

　
当
時
（
１
７
６
０
〜
１
７
８
３
年
ご
ろ
）、
王
宮
に
は
約
７
０
０
人
の
女
官
が
奉
職
し
て
い
た
。

　
彼
女
た
ち
は
原
則
的
に
は
﹁
国
王
と
結
婚
し
た
女
性
﹂
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
の
男
性

と
の
恋
愛
は
厳
禁
で
あ
り
、
も
し
妊
娠
す
る
事
態
に
な
れ
ば
、﹁
国
王
に
対
し
て
不
貞
を
犯
し
た
大
罪
﹂
を

問
わ
れ
て
処
刑
が
免
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
ま
で
厳
し
く
自
分
を
律
し
て
王
宮
で
働
き
な
が
ら
、
病
気
に
な
っ
た
り
高
齢
に
な
っ
た
り
す
る
と
、

な
ん
の
保
障
も
な
く
王
宮
を
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
そ
う
い
う
﹁
哀
し
い
境
遇
﹂
と
い
う
も
の
を
女
官
た
ち
は
抱
え
て
い
た
。
そ
の
事
情
を
﹃
赤
い
袖
先
﹄

は
見
逃
さ
ず
、
歴
史
の
断
面
に
潜
ん
で
い
た
女
官
の
人
生
に
も
光
を
当
て
た
。

　
こ
の
よ
う
に
﹁
女
官
実
録
物
語
﹂
と
い
う
側
面
を
持
っ
た
ド
ラ
マ
で
あ
る
こ
と
も
、﹃
赤
い
袖
先
﹄
が
史

実
に
即
し
た
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。

30



イ・ジュノ



妥
協
し
な
い
男

　
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
が
演
じ
た
主
人
公
パ
ク
・
セ
ロ
イ
の
生
き
方
が
魅
力
的
だ
。

　
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
、
妥
協
で
き
ず
に
高
校
を
中
退
し
た
後
、
暴
力
事
件
ま
で
起
こ
し
て
奈
落
の
底
に
沈

ん
で
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
梨
泰
院
（
イ
テ
ウ
ォ
ン
）
に
や
っ
て
き
て
再
起
す
る
。

　
自
由
な
雰
囲
気
を
感
じ
た
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
、
壮
大
な
野
望
を
持
つ
。﹁
ソ
ウ
ル
の
代
表
的
な
繁
華
街
で

あ
る
梨
泰
院
を
自
分
の
街
に
し
て
み
せ
る
﹂
と
い
う
意
気
込
み
が
凄
い
。

　
実
際
に
激
し
く
動
き
だ
し
た
。

OO3
no.

『
梨
泰
院
ク
ラ
ス
』

主
人
公
パ
ク・セ
ロ
イ
が
仲
間
た
ち
と
成
長
し
て
い
く
物
語

 

放
送
年  

２
０
２
０
年　

 

放
送
局  

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｃ

 
脚
本  

チ
ョ
・
ガ
ン
ジ
ン　

 

演
出  

キ
ム
・
ソ
ン
ユ
ン
、カ
ン
・
ミ
ン
グ

 
出
演
者（
役
名
）   

パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン（
パ
ク
・
セ
ロ
イ
）　

キ
ム
・
ダ
ミ（
チ
ョ
・
イ
ソ
）　 

ク
ォ
ン
・
ナ
ラ（
オ
・
ス
ア
）　

ユ
・
ジ
ェ
ミ
ョ
ン（
チ
ャ
ン
・
デ
ヒ
）

全16話

（JTBC）
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希
望
に
燃
え
た
彼
は
、
意
気
投
合
し
た
仲
間
た
ち
と
夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る
。

　
何
よ
り
も
、
志
が
高
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
現
実
を
変
え
て
い
く
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
飛
躍
し
て
い
く
パ
ク
・
セ
ロ
イ
の
姿
を
﹃
梨
泰
院
ク
ラ
ス
﹄
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
展
開
で
描

い
て
い
く
。

　
沈
滞
す
る
世
界
の
混
迷
を
よ
そ
に
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
パ
ク
・
セ
ロ
イ
が
ま
ぶ
し
い
。
そ
れ
を

演
じ
た
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
も
と
き
め
く
よ
う
な
存
在
感
が
あ
り
、
そ
れ
が
ド
ラ
マ
の
大
ヒ
ッ
ト
に
結
び
付

い
て
い
る
。

チ
ョ
・
イ
ソ
と
オ
・
ス
ア

　
パ
ク
・
セ
ロ
イ
が
梨
泰
院
で
始
め
た
﹁
タ
ン
バ
ム
﹂
と
い
う
居
酒
屋
は
、
最
初
は
お
客
さ
ん
が
全
然
寄

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
潰
れ
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
た
。

　
そ
ん
な
店
を
成
功
に
導
い
た
の
が
、
有
能
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
チ
ョ
・
イ
ソ
で
あ
る
。
キ
ム
・
ダ
ミ
が

演
じ
て
い
る
。

　
知
能
指
数
が
と
て
も
高
い
チ
ョ
・
イ
ソ
は
、
企
画
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
フ
ル
に
能
力
を
発
揮
し
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て
、﹁
タ
ン
バ
ム
﹂
を
繁
盛
さ
せ
た
。
そ
の
点
で
は
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
チ
ョ
・
イ
ソ
に
頼
り
切
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
あ
く
ま
で
も
チ
ョ
・
イ
ソ
と
は
仕
事
の
関
係
だ
け
で
、
恋
愛
関
係
は
な
か

っ
た
。
な
に
し
ろ
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
高
校
の
同
級
生
だ
っ
た
オ
・
ス
ア
（
ク
ォ
ン
・
ナ
ラ
が
演
じ
て
い
る
）

を
愛
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
オ
・
ス
ア
は
い
つ
も
パ
ク
・
セ
ロ
イ
に
対
し
て
、﹁
私
を
愛
さ
な
い
で
﹂
と
忠
告
を
し
て
い
る
。
パ
ク
・

セ
ロ
イ
が
﹁
絶
対
に
幸
せ
に
す
る
﹂
と
言
っ
て
も
、
そ
の
愛
を
彼
女
は
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
い
。

　
反
対
に
、
チ
ョ
・
イ
ソ
は
﹁
私
が
社
長
を
幸
せ
に
す
る
﹂
と
ず
っ
と
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
通
り
、

彼
女
は
パ
ク
・
セ
ロ
イ
を
成
功
に
導
い
て
い
く
。

　
パ
ク
・
セ
ロ
イ
の
愛
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
オ
・
ス
ア
と
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
を
幸
せ
に
し
て
み
せ

る
と
い
う
チ
ョ
・
イ
ソ
…
…
立
場
は
真
逆
だ
。

　
そ
の
中
で
も
、
チ
ョ
・
イ
ソ
の
奮
闘
ぶ
り
が
目
立
つ
。
そ
の
活
躍
は
、﹁
タ
ン
バ
ム
﹂
に
と
ど
ま
ら
ず
、

パ
ク
・
セ
ロ
イ
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
推
進
す
る
う
え
で
も
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た
。

仲
間
と
成
長
す
る
物
語

　
珠
玉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
織
り
込
ま
れ
た
ド
ラ
マ
だ
。
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第
５
話
で
、
料
理
長
で
あ
り
な
が
ら
腕
前
が
疑
問
視
さ
れ
た
マ
・
ヒ
ョ
ニ
（
イ
・
ジ
ュ
ヨ
ン
）
に
つ
い

て
、
チ
ョ
・
イ
ソ
が
パ
ク
・
セ
ロ
イ
に
解
雇
を
主
張
し
た
。

　
し
か
し
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
違
う
対
応
を
取
っ
た
。

　
仲
間
が
い
る
前
で
、
彼
は
マ
・
ヒ
ョ
ニ
に
そ
の
月
の
給
料
を
渡
し
た
。
マ
・
ヒ
ョ
ニ
が
首
に
な
る
、
と

み
ん
な
が
覚
悟
し
た
瞬
間
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
は
﹁
給
料
を
二
倍
入
れ
た
﹂
と
平
然
と
言
う
。
さ
ら
に
、
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
理
由
に
マ
・
ヒ
ョ
ニ
の
こ
と
を
﹁
あ
れ
こ
れ
言
う
奴
は
追
い
出
す
﹂
と
き
つ
く
言

い
放
っ
た
。

　
そ
れ
は
、﹁
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
仲
間
を
守
る
﹂
と
い
う
、
パ
ク
・
セ
ロ
イ
の
高
ら
か
な
宣
言
で
あ

っ
た
。

　
連
帯
感
を
高
め
る
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
頼
も
し
い
対
応
は
な
い
。

﹃
梨
泰
院
ク
ラ
ス
﹄
と
い
う
の
は
パ
ク
・
セ
ロ
イ
が
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
肯
定
的
に
成
長
し
て
い
く
物
語
。

そ
の
過
程
を
見
て
い
る
と
、
心
か
ら
徐
々
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
く
。
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ユ
ン
・
セ
リ
の
度
胸

　
日
本
で
韓
国
ド
ラ
マ
が
好
き
な
人
を
飛
躍
的
に
増
や
し
た
ド
ラ
マ
だ
。

　
北
朝
鮮
と
い
う
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が
成
立
し
に
く
い
舞
台
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
設
定
、
圧
倒
的
な
主

人
公
２
人
の
存
在
感
、
卓
越
し
た
脚
本
と
演
出
の
底
力
…
…
ど
こ
か
ら
見
て
も
完
成
度
の
高
さ
を
誇
っ
て

い
た
。

　
ヒ
ロ
イ
ン
の
ソ
ン
・
イ
ェ
ジ
ン
が
演
じ
た
の
は
、
財
閥
の
総
師
を
父
親
に
持
っ
た
ユ
ン
・
セ
リ
だ
。
し

か
し
、
母
親
が
愛
人
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
異
母
兄
弟
と
は
不
仲
だ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
才
能
は
抜
群
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
量
も
完
璧
。
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
父
親
か
ら
、
後

OO4
no.

『
愛
の
不
時
着
』

育
っ
た
体
制
の
違
い
を
乗
り
越
え
た
究
極
の
愛

 
放
送
年  

２
０
１
９
〜
２
０
２
０
年　

 

放
送
局  tvN

　

 

脚
本  

パ
ク
・
ジ
ウ
ン　

 

演
出  

イ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ

 
出
演
者（
役
名
）   

ヒ
ョ
ン
ビ
ン（
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
）　

ソ
ン
・
イ
ェ
ジ
ン（
ユ
ン
・
セ
リ
） 

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン（
ク
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
）　

ソ
・
ジ
ヘ（
ソ
・
ダ
ン
）

全16話

（tvN）
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継
者
に
指
名
さ
れ
た
。

　
兄
弟
の
反
発
は
大
き
か
っ
た
が
、
父
親
は
ユ
ン
・
セ
リ
の
能
力
を
高
く
買
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
、

彼
女
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
事
故
で
北
朝
鮮
に
不
時
着
し
て
し
ま
う
。

　
普
通
な
ら
取
り
乱
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
が
、
ユ
ン
・
セ
リ
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
鍛
え
た
度
胸
で
、
事
情
が

わ
か
ら
な
い
北
朝
鮮
で
も
奔
放
な
行
動
で
乗
り
切
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ョ
ン
ビ
ン
が
演
じ
た
北

朝
鮮
将
校
の
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
と
出
会
っ
た
こ
と
が
幸
い
だ
っ
た
。
彼
は
人
間
性
に
優
れ
、
不
運
な
ユ

ン
・
セ
リ
を
し
っ
か
り
保
護
し
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
ユ
ン
・
セ
リ
と
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
の
間
に
愛
の
感
情
が
芽
生
え
、
政
治
体
制
が
ま
っ
た

く
違
う
と
こ
ろ
で
育
っ
た
２
人
は
、
お
互
い
の
生
き
方
を
認
め
あ
っ
て
い
く
の
だ
が
…
…
。

「
不
時
着
」
か
ら
「
安
全
な
着
地
」
へ

　
ド
ラ
マ
が
進
む
に
つ
れ
て
、﹃
愛
の
不
時
着
﹄
は
北
朝
鮮
か
ら
韓
国
の
ソ
ウ
ル
、
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
と
舞
台
を
移
し
て
い
く
。

　
そ
う
し
た
変
化
に
つ
れ
て
、
ソ
ン
・
イ
ェ
ジ
ン
が
演
じ
る
ユ
ン
・
セ
リ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
徐
々
に
変

わ
っ
て
き
た
。
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特
に
、
真
実
の
愛
を
知
っ
た
こ
と
で
﹁
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
﹂
が
生
ま
れ
た
。
も
は
や
、
か
つ
て

の
よ
う
に
わ
が
ま
ま
放
題
に
暮
ら
し
て
い
た
ユ
ン
・
セ
リ
で
は
な
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
自
分
を
犠
牲
に

し
て
で
も
愛
す
る
人
を
守
ろ
う
と
す
る
強
さ
と
優
し
さ
が
彼
女
に
備
わ
っ
て
き
た
。

　
実
際
、
ユ
ン
・
セ
リ
と
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
は
﹁
不
時
着
﹂
を
通
し
て
出
会
っ
て
か
ら
や
が
て
﹁
安
全

な
着
地
﹂
へ
と
２
人
の
境
遇
を
果
敢
に
移
し
て
い
く
が
、
局
面
に
応
じ
て
見
せ
る
ソ
ン
・
イ
ェ
ジ
ン
の
表

現
の
変
化
は
、
本
当
に
巧
み
だ
っ
た
。
さ
す
が
、
長
き
に
わ
た
り
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
気
を
誇
っ
て
き
た

女
優
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
ヒ
ョ
ン
ビ
ン
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
だ
。

　
彼
が
演
じ
る
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
は
、
北
朝
鮮
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
ユ
ン
・
セ
リ
に
献
身
的
な
愛

を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
は
正
義
感
が
強
い
ば
か
り
で
な
く
、
部
下
に
対
し
て
も
優
し
く
接
し
、

人
間
的
に
も
信
頼
で
き
る
人
物
だ
っ
た
。

　
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
後
半
に
な
る
と
一
層
輝
き
を
増
し
て
い
く
。
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サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
も
面
白
い

　
住
ん
で
い
る
環
境
が
ま
っ
た
く
違
う
２
人
。
ユ
ン
・
セ
リ
が
韓
国
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て
リ
・
ジ
ョ
ン

ヒ
ョ
ク
と
離
れ
離
れ
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
の
刺
客
が
ユ
ン
・
セ
リ
を
狙
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
は
彼
女
を
守
る
た
め
に
秘
密
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
韓
国
に
渡
っ
て

い
く
。

　
必
然
的
に
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
は
軍
服
を
脱
ぎ
捨
て
る
。
そ
し
て
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
ま
と
っ
て
ソ
ウ
ル
の
繁
華
街
に
現
れ
る
。
こ
の
と
き
、
あ
ま
り
に
も
颯
爽
と
し
た
姿
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ぞ
ヒ
ョ
ン
ビ
ン
！

　
長
身
の
ス
タ
イ
ル
の
良
さ
に
惚
れ
惚
れ
し
た
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
ド
ラ
マ
の
特
徴
を
突
き
詰
め
る
と
、
主
人
公
２
人
を
囲
む
共
演
陣
が
興
味
深
か
っ
た
。

　
特
に
、
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
の
部
下
た
ち
と
彼
ら
が
住
む
地
域
の
主
婦
グ
ル
ー
プ
が
愉
快
な
キ
ャ
ラ
揃

い
で
、
人
間
的
な
営
み
が
よ
く
描
か
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
も
良
か
っ
た
。

　
ユ
ン
・
セ
リ
と
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
が
展
開
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
と
別
に
、
危
う
い
関
係
を
繰
り

広
げ
る
の
が
、
ク
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
）
と
ソ
・
ダ
ン
（
ソ
・
ジ
ヘ
）
で
あ
っ
た
。
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ソ
・
ダ
ン
は
も
と
も
と
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
の
婚
約
者
。
ク
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
も
、
ユ
ン
・
セ
リ
の
元
婚

約
者
だ
っ
た
が
、
詐
欺
罪
で
追
わ
れ
て
身
を
隠
す
た
め
に
北
朝
鮮
に
や
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
恋

愛
が
生
ま
れ
そ
う
な
の
だ
が
、
体
制
の
違
い
が
あ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
す
る
。
そ
れ
が
む
し
ろ
２
人
の

絆
を
強
め
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
過
程
も
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
で
ド
ラ
マ
に
深
み
を
与
え
て
い
た
。

重
要
な
セ
リ
フ

　
こ
の
ド
ラ
マ
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
の
か
。

　
あ
る
い
は
、
大
人
の
た
め
の
お
と
ぎ
話
な
の
か
。

OO5
no.

『
ト
ッ
ケ
ビ
～
君
が
く
れ
た
愛
し
い
日
々
～
』

迷
え
る
人
間
の
輪
廻
転
生
を
重
層
的
に
描
い
て
い
く

 

放
送
年  

２
０
１
６
〜
２
０
１
７
年　

 
放
送
局  tvN

　

 

脚
本  

キ
ム
・
ウ
ン
ス
ク　

 

演
出  

イ
・
ウ
ン
ボ
ク

 

出
演
者（
役
名
）   

コ
ン
・
ユ（
キ
ム
・
シ
ン
）　

キ
ム
・
ゴ
ウ
ン（
チ
・
ウ
ン
タ
ク
）　

イ
・
ド
ン
ウ
ク（
死
神
） 

ユ
・
イ
ン
ナ（
サ
ニ
ー
）

全16話

（tvN）
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そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
ふ
と
気
づ
い
た
…
…﹃
ト
ッ
ケ
ビ
〜
君
が
く
れ
た
愛
し
い
日
々
〜
﹄
は

今
ま
で
に
な
い
神
秘
性
が
縦
横
に
重
な
っ
て
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
、
と
。

　
そ
う
な
の
だ
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
世
界
は
、
見
る
人
が
思
い
つ
か
な
い
く
ら
い
に
時
空
を
超
え
て
広
が
っ

て
い
た
。

　
象
徴
的
な
の
が
、
コ
ン
・
ユ
が
演
じ
た
キ
ム
・
シ
ン
だ
。
彼
は
、
高
麗
時
代
の
武
将
で
現
代
ま
で
９
０

０
年
以
上
も
生
き
続
け
て
い
る
男
で
あ
る
。

　
王
に
裏
切
ら
れ
て
、
胸
に
剣
が
刺
さ
っ
た
ま
ま
死
ぬ
こ
と
が
で
き
ず
、
過
去
か
ら
現
代
ま
で
ト
ッ
ケ
ビ

と
し
て
さ
ま
よ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
主
役
の
設
定
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
。

　
今
ま
で
の
ド
ラ
マ
で
、
こ
れ
ほ
ど
奇
想
天
外
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
た
か
ど
う
か
。

　
作
り
出
し
た
の
が
、
脚
本
家
の
キ
ム
・
ウ
ン
ス
ク
だ
。
発
想
の
豊
か
さ
に
定
評
が
あ
り
、
数
々
の
大
ヒ

ッ
ト
作
を
生
ん
で
い
る
。

　
そ
ん
な
大
物
が
、
謎
め
い
た
住
人
た
ち
を
通
し
て
人
間
の
生
死
を
根
源
的
に
見
つ
め
る
ド
ラ
マ
を
書
い

た
の
だ
。
特
に
、
迷
え
る
人
間
の
輪
廻
転
生
を
重
層
的
に
描
い
て
い
る
。

　
主
人
公
の
キ
ム
・
シ
ン
は
こ
う
語
る
。
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第
７
章
　
次
に
見
る
べ
き
作
品
が
わ
か
る
「
究
極
ラ
ン
キ
ン
グ
」

自
分
に
と
っ
て
最
良
の
ド
ラ
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
は
幸
運
を
待
つ
し
か
な
い
。
数

多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
末
に
、
よ
う
や
く
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
ド
ラ
マ
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
。
し
か
し
、
人
生
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。

駄
作
に
よ
っ
て
貴
重
な
時
間
を
失
い
た
く
な
い
。
幸
運
で
な
く
て
必
然
に
よ
っ

て
珠
玉
の
作
品
に
出
会
う
た
め
に
、
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
﹁
推
し
﹂
を
見
つ

け
て
み
よ
う
。

次
に
見
る
べ
き
作
品
が
わ
か
る

﹁
究
極

ラ
ン
キ
ン
グ
﹂

第7章



１ 

新
し
い
韓
ド
ラ
・
フ
ァ
ン
が
絶
対
に
見
る
べ
き
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
ド
ラ
マ

そ
れ
は
冬
ソ
ナ
か
ら
始
ま
っ
た

　
日
本
に
お
け
る
韓
国
ド
ラ
マ
の
ブ
ー
ム
は
２
０
０
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
で
﹃
冬
の
ソ
ナ
タ
﹄
が
放
送
さ
れ
、
翌
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
も
オ
ン
エ
ア
さ

れ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
韓
国
ド
ラ
マ
は
日
本
の
茶
の
間
に
定
着
。
以
後
、
数
多
く
の
傑
作

が
日
本
で
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
00
年
代
に
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
な
っ
た
名
作
５
本
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
。『

冬
の
ソ
ナ
タ
』
�
（
２
０
０
２
年
／
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）

　
説
明
は
要
ら
な
い
。
日
本
で
韓
国
ド
ラ
マ
の
面
白
さ
を
決
定
的
に
知
ら
し
め
た
﹁
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
中
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
﹂。
制
作
か
ら
20
年
が
経
っ
て
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、﹁
ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
と
チ
ェ
・
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ジ
ウ
の
主
役
カ
ッ
プ
ル
の
魅
力
﹂﹁
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
至
上
の
愛
が
絡
む
面
白
さ
﹂﹁
心
に

残
る
映
像
の
美
し
さ
﹂﹁
名
曲
揃
い
の
Ｏ
Ｓ
Ｔ
﹂
な
ど
、
傑
作
の
要
素
を
す
べ
て
持
っ
て
い
る
奇
跡
的
な
作

品
で
あ
る
。

『
宮
廷
女
官
　
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
』
�
（
２
０
０
３
〜
２
０
０
４
年
／
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

﹁
時
代
劇
の
巨
匠
﹂
と
称
さ
れ
た
イ
・
ビ
ョ
ン
フ
ン
監
督
の
代
表
作
で
、
主
役
の
チ
ャ
ン
グ
ム
を
演
じ
た

イ
・
ヨ
ン
エ
の
美
貌
と
演
技
力
が
絶
賛
さ
れ
た
。
ま
た
、
韓
国
料
理
の
真
髄
を
取
り
い
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

も
秀
逸
で
、
名
セ
リ
フ
の
数
々
が
視
聴
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
日
本
で
韓
国
時
代
劇
が
普
及
す
る
う

え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
記
念
碑
的
な
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

『
私
の
名
前
は
キ
ム
・
サ
ム
ス
ン
』
�
（
２
０
０
５
年
／
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

　
様
々
な
う
れ
し
い
発
見
が
で
き
た
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
ヒ
ョ
ン
ビ
ン
の
﹁
素
敵
な
ツ
ン
デ
レ
﹂、
キ
ム
・
ソ

ナ
の
﹁
ち
ょ
っ
と
太
め
の
最
高
ヒ
ロ
イ
ン
﹂、
セ
リ
フ
の
﹁
ず
ば
抜
け
た
面
白
さ
﹂、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
え
る
﹁
酔
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い
ど
れ
の
シ
ー
ン
﹂
な
ど
。
韓
国
ド
ラ
マ
の
ラ
ブ
コ
メ
で
﹁
た
っ
た
１
本
だ
け
選
ん
で
﹂
と
言
わ
れ
た
ら
、

迷
っ
た
末
に
や
っ
ぱ
り
こ
の
ド
ラ
マ
を
挙
げ
る
人
が
絶
対
に
多
い
ハ
ズ
。

『
コ
ー
ヒ
ー
プ
リ
ン
ス
１
号
店
』
�
（
２
０
０
７
年
／
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

　
ド
ラ
マ
の
影
響
で
イ
ケ
メ
ン
ば
か
り
を
集
め
た
カ
フ
ェ
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
パ
ラ
ダ
イ
ス
に

男
装
女
子
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
設
定
が
と
に
か
く
面
白
い
。
ウ
ッ
ト
リ
す
る
美
少
年
に
な
り
き
っ
た
ユ

ン
・
ウ
ネ
と
カ
ッ
コ
よ
く
て
ク
ー
ル
な
コ
ン
・
ユ
が
と
て
も
良
か
っ
た
し
、
２
人
の
周
囲
に
も
最
高
級
の

キ
ャ
ラ
が
集
ま
っ
て
ド
ラ
マ
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

『
美
男
〈
イ
ケ
メ
ン
〉
で
す
ね
』
�
（
２
０
０
９
年
／
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

　
人
気
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
の
フ
ァ
ン
・
テ
ギ
ョ
ン
を
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
が
痛
快
に
演
じ
た
。
日
本
で

も
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
が
、
ア
ジ
ア
中
で
グ
ン
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
の
も
よ
く
わ
か
る
。
パ
ク
・

シ
ネ
が
ド
ジ
ば
か
り
繰
り
返
す
役
を
演
じ
た
が
、
言
い
た
い
放
題
の
オ
レ
様
に
扮
し
た
グ
ン
ち
ゃ
ん
の
フ
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ォ
ロ
ー
が
抜
群
で
、
ク
ー
ル
を
装
い
な
が
ら
次
々
に
温
か
い
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
フ
ァ
ン
・
テ
ギ
ョ
ン
は

最
高
の
キ
ャ
ラ
だ
っ
た
。

２ 

設
定
が
奇
抜
な
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ロ
マ
ン
ス
」
ド
ラ
マ
の
ベ
ス
ト
５

不
思
議
な
設
定

　
韓
国
ド
ラ
マ
の
本
数
は
世
界
最
多
レ
ベ
ル
な
の
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
ド
ラ
マ
が
作
ら
れ
る
と
、
常

識
的
な
設
定
で
は
物
足
り
な
く
な
る
…
…
と
い
う
わ
け
で
、
突
拍
子
も
な
い
設
定
の
変
わ
っ
た
ド
ラ
マ
も

た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
て
、
特
に
２
０
１
０
年
代
に
は
奇
抜
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ロ
マ
ン
ス
の
作
品
が
人

気
を
博
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
代
に
時
期
を
絞
っ
て
﹁
不
思
議
な
設
定
﹂
の
ド
ラ
マ
の
中
か
ら
ベ
ス
ト
５
を
選

ん
で
み
よ
う
。
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５
位
　『
青
い
海
の
伝
説
』
�
（
２
０
１
６
〜
２
０
１
７
年
／
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

　
イ
・
ミ
ン
ホ
と
チ
ョ
ン
・
ジ
ヒ
ョ
ン
の
競
演
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
イ
・
ミ
ン
ホ
が
演
じ
る
の
は

天
才
的
な
詐
欺
師
で
、
チ
ョ
ン
・
ジ
ヒ
ョ
ン
は
美
し
い
人
魚
に
扮
し
て
い
る
。
果
た
し
て
、
詐
欺
師
と
人

魚
の
間
で
ど
ん
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が
可
能
な
の
か
。
人
魚
伝
説
を
生
か
し
た
脚
本
が
秀
逸
だ
。

４
位
　『
屋
根
部
屋
の
プ
リ
ン
ス
』
�
（
２
０
１
２
年
／
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

　
２
０
１
０
年
代
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
題
材
に
し
た
ド
ラ
マ
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
代
表
的

な
傑
作
。
朝
鮮
王
朝
時
代
の
王
子
が
愛
す
る
妻
の
不
可
解
な
死
の
真
相
を
追
う
う
ち
に
２
０
１
２
年
の
ソ

ウ
ル
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
う
。
３
人
の
臣
下
も
一
緒
だ
。
入
り
込
ん
だ
の
は
、
ハ
ン
・
ジ
ミ
ン
が
演
じ
る

現
代
女
性
の
部
屋
。
か
く
し
て
時
空
を
超
え
た
痛
快
な
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
が
始
ま
っ
て
い
く
。
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３
位
　『
ホ
テ
ル
デ
ル
ー
ナ
〜
月
明
か
り
の
恋
人
〜
』
�
（
２
０
１
９
年
／tvN

）

　
世
の
中
に
は
数
多
く
の
ホ
テ
ル
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
ホ
テ
ル
は
幽
霊
専
用
だ
。

社
長
は
Ｉ
Ｕ
が
演
じ
て
い
る
マ
ン
ウ
ォ
ル
。
風
変
わ
り
で
わ
が
ま
ま
な
彼
女
は
、
あ
の
世
に
旅
立
つ
途
上

の
死
者
た
ち
を
も
て
な
し
て
い
る
。
ワ
ケ
あ
り
で
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
が
ヨ
・
ジ
ン
グ
の
扮
す

る
チ
ャ
ン
ソ
ン
。
幽
霊
が
苦
手
な
彼
は
マ
ン
ウ
ォ
ル
と
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
を
繰
り

広
げ
て
い
く
の
だ
が
…
…
。
美
し
い
Ｉ
Ｕ
が
経
営
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ら
、
幽
霊
で
な
く
て
も
泊
ま
り
た

く
な
る
に
違
い
な
い
。

２
位
　『
星
か
ら
来
た
あ
な
た
』
�
（
２
０
１
３
〜
２
０
１
４
年
／
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

　
キ
ム
・
ス
ヒ
ョ
ン
が
演
じ
た
大
学
講
師
ミ
ン
ジ
ュ
ン
は
４
０
０
年
間
生
き
て
い
る
と
い
う
設
定
の
エ
イ

リ
ア
ン
。
し
か
も
、
自
在
に
時
間
を
止
め
て
自
分
の
望
む
出
来
事
に
作
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
可

能
を
可
能
に
す
る
ミ
ン
ジ
ュ
ン
は
、
隣
に
住
む
人
気
女
優
ソ
ン
イ
の
身
に
殺
人
犯
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を

察
知
し
て
必
死
に
守
ろ
う
と
す
る
…
…
。
宇
宙
人
と
わ
が
ま
ま
な
女
優
の
組
み
合
わ
せ
が
大
い
に
受
け
て
、
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最
高
視
聴
率
が
33
・
２
％
を
記
録
す
る
ほ
ど
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

１
位
　『
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
』
�
（
２
０
１
０
〜
２
０
１
１
年
／
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

　
男
女
の
魂
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
設
定
は
、
古
今
東
西
の
ド
ラ
マ
・
映
画
に
よ
く
使
わ
れ
る

ネ
タ
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
も
は
や
﹁
奇
抜
﹂
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
の

ヒ
ョ
ン
ビ
ン
が
財
閥
御
曹
司
を
演
じ
て
い
た
の
に
一
転
し
て
対
極
の
女
性
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、

や
は
り
衝
撃
的
だ
っ
た
。
ス
タ
ン
ト
女
優
を
演
じ
た
ハ
・
ジ
ウ
ォ
ン
の
男
性
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
も
ド
キ
ド
キ

感
が
あ
り
、
主
役
２
人
の
変
身
ぶ
り
が
抱
腹
絶
倒
だ
っ
た
。
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３ 
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
の
俳
優
魂
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
３
つ
の
痛
快
作
品
は
？

彼
の
成
長
が
実
感
で
き
る

　
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
俳
優
と
し
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
集
め
て
い
る
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
。
彼
の
代

表
作
と
い
え
ば
、﹃
花
郎
︿
フ
ァ
ラ
ン
﹀﹄﹃
キ
ム
秘
書
は
い
っ
た
い
、
な
ぜ
？
﹄﹃
梨
泰
院
ク
ラ
ス
﹄
の
３

つ
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。

　
そ
れ
で
も
、
今
回
は
上
記
の
３
つ
の
ド
ラ
マ
と
並
ん
で
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
い
て
楽
し
い
作
品
を
取
り
上

げ
て
み
た
。

　
ど
れ
も
俳
優
と
し
て
の
彼
の
成
長
が
た
っ
ぷ
り
感
じ
ら
れ
る
ド
ラ
マ
だ
。

出
世
作
　『
キ
ル
ミ
ー
・
ヒ
ー
ル
ミ
ー
』
�
（
２
０
１
５
年
／
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

　
主
演
は
チ
ソ
ン
と
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ウ
ム
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
﹃
秘
密
﹄
の

主
演
カ
ッ
プ
ル
が
再
演
し
た
の
が
﹃
キ
ル
ミ
ー
・
ヒ
ー
ル
ミ
ー
﹄
だ
っ
た
。
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チ
ソ
ン
が
担
っ
た
主
人
公
は
多
重
人
格
者
で
、
誠
実
な
人
、
過
激
な
人
、
男
子
高
校
生
、
女
子
高
校
生

な
ど
７
人
の
キ
ャ
ラ
を
多
彩
に
演
じ
、
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ウ
ム
が
精
神
科
研
修
医
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
扮
し
た
。

そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
双
子
の
兄
を
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
が
演
じ
た
の
だ
が
、
彼
は
緊
迫
し
た
場
面
か
ら
お
茶
目

で
コ
ミ
カ
ル
な
キ
ャ
ラ
ま
で
多
彩
な
表
情
を
見
せ
て
、
俳
優
と
し
て
大
ブ
レ
ー
ク
を
果
た
し
て
い
る
。

大
ブ
レ
ー
ク
作
『
彼
女
は
キ
レ
イ
だ
っ
た
』
�
（
２
０
１
５
年
／
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

﹃
キ
ル
ミ
ー
・
ヒ
ー
ル
ミ
ー
﹄
で
双
子
の
兄
と
妹
を
演
じ
た
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
と
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ウ
ム

が
、
今
度
は
愉
快
な
ラ
ブ
コ
メ
で
再
演
し
た
。

　
ヘ
ジ
ン
（
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ウ
ム
）
と
ソ
ン
ジ
ュ
ン
（
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
）
は
子
供
時
代
の
初
恋
同
士
だ
っ

た
が
、
大
人
に
な
っ
て
同
じ
会
社
の
上
司
と
部
下
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
ヘ
ジ
ン
は
子
供
の
と
き
と
容
姿
が
変
わ
り
す
ぎ
て
い
た
の
で
、
ソ
ン
ジ
ュ
ン
は
気
が
付
か
な

か
っ
た
。
そ
の
設
定
に
よ
っ
て
、
笑
い
が
絶
え
な
い
展
開
に
な
っ
て
い
く
。﹁
ツ
ン
デ
レ
上
司
﹂
と
﹁
残
念

女
子
﹂
の
や
り
と
り
は
﹁
切
な
い
け
れ
ど
痛
快
﹂
だ
っ
た
。
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パク・ソジュン
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会
心
作
　『
サ
ム
、
マ
イ
ウ
ェ
イ
〜
恋
の
一
発
逆
転
！
〜
』
�
（
２
０
１
７
年
／
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）

　
パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
が
演
じ
る
主
人
公
コ
・
ド
ン
マ
ン
の
キ
ャ
ラ
が
と
て
も
い
い
。

　
高
校
時
代
は
テ
コ
ン
ド
ー
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手
だ
っ
た
が
、
家
族
を
守
る
た
め
に
不
本
意
な
試

合
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
以
後
、
冴
え
な
い
人
生
に
転
落
し
、
幼
な
じ
み
で
念
願
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
れ
な
い
チ
ェ
・
エ
ラ
（
キ

ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
）
と
な
ぐ
さ
め
あ
う
関
係
だ
っ
た
が
、
ド
ン
マ
ン
は
一
念
発
起
し
て
格
闘
技
の
選
手
を
め
ざ

す
。
そ
ん
な
２
人
を
心
か
ら
応
援
し
た
く
な
る
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
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４ 
夫
や
彼
氏
を
「
韓
ド
ラ
の
沼
」
に
絶
対
に
誘
い
込
め
る
傑
作
ベ
ス
ト
５

ド
ラ
マ
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

　
韓
国
ド
ラ
マ
を
見
る
人
は
女
性
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多
い
の
は
確
か
だ
が
、
男
性
に
向
い
た
ド
ラ
マ
を
勧

め
れ
ば
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
沼
に
落
ち
る
人
が
か
な
ら
ず
増
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
韓

国
ド
ラ
マ
が
大
好
き
な
女
性
フ
ァ
ン
が
積
極
的
に
周
囲
の
男
性
を
沼
に
誘
い
込
ん
で
み
よ
う
。

　
そ
の
際
に
男
性
が
は
ま
り
そ
う
な
究
極
の
５
本
を
選
ん
で
み
た
。
夫
や
彼
氏
と
一
緒
に
韓
国
ド
ラ
マ
を

見
る
う
え
で
絶
好
の
機
会
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
推
薦
作
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
そ
の
ド
ラ
マ
が
象
徴
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド

も
示
し
て
み
た
。

５
位
　『
刑
務
所
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』（
２
０
１
７
〜
２
０
１
８
年
／tvN

）

　
野
球
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が
、
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
妹
を
救
お
う
と
し
て
過
剰
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
刑
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務
所
暮
ら
し
に
な
る
、
と
い
う
設
定
が
興
味
深
い
。
彼
が
刑
務
所
で
見
た
も
の
は
﹁
監
獄
で
も
金
さ
え
あ

れ
ば
な
ん
で
も
揃
え
ら
れ
る
﹂﹁
賄
賂
を
た
か
る
看
守
た
ち
の
見
苦
し
さ
﹂﹁
刑
務
所
の
中
は
人
間
模
様
の

宝
庫
﹂
と
い
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
収
監
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
過
去
と
現
在
が
鋭
く
描
か
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
男
性
視
聴
者
向
き
の
内
容
が
て
ん
こ
盛
り
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
だ
。

４
位
　『
梨
泰
院
ク
ラ
ス
』（
２
０
２
０
年
／
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｃ
）

　
巣
ご
も
り
が
増
え
て
韓
国
ド
ラ
マ
が
注
目
さ
れ
た
と
き
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い
層
か
ら
人
気
を
集
め

た
の
が
﹃
梨
泰
院
ク
ラ
ス
﹄
だ
。
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
も
た
っ
ぷ
り
描
か
れ
て
い
る
が
、
男
性
に
と
っ
て
は
少

年
の
頃
か
ら
漫
画
で
親
し
ん
だ
友
情
物
語
が
熱
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、﹁
父
親
の
復
讐
を
果
た
す
﹂﹁
仲
間
と
夢
に
向
か
っ
て
い
く
﹂﹁
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
す
る
﹂
な
ど

が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
﹁
野
望
に
燃
え
る
男
の
理
想
的
な
生
き
方
﹂
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

見
れ
ば
と
っ
て
も
元
気
に
な
れ
る
。
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イ・ソジン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .イ・サン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28,250
イ・ソンギュン . . . . . . . . . . . . . . .マイ・ディア・ミスター～私のおじさん～ . . . . . . . . . . . . 53
イ・ソンミン . . . . . . . . . . . . . . . . .ミセン―未生― . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .100
 未成年裁判 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 189
イ・チェヨン . . . . . . . . . . . . . . . . . 復讐の花束をあなたに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 215
イ・ドクファ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 赤い袖先 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27
イ・ドンゴン . . . . . . . . . . . . . . . . . 月桂樹洋服店の紳士たち
 ～恋はオーダーメイド！～ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 105
 七日の王妃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106,141
イ・ビョンホン . . . . . . . . . . . . . . . 美しき日 .々 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 86
 私たちのブルース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 120
 イカゲーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172

イ・ポヨン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 花様年華～君といた季節～ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73
イ・ミンギ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 私の解放日誌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118
イ・ミンホ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 相続者たち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 199
 青い海の伝説 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 238
イム・シワン . . . . . . . . . . . . . . . . .ミセン―未生― . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .100
イ・ユミ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .イカゲーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
イ・ユリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 適齢期惑 ロ々マンス～お父さんが変⁉～ . . . . . . . . . . . 264
イ・ヨウォン . . . . . . . . . . . . . . . . . . 善徳女王 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 276
イ・ヨニ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 華政［ファジョン］ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 251,274
イ・ヨンエ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 宮廷女官　チャングムの誓い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 235
 師任堂（サイムダン）、色の日記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 274
ウィ・ハジュン . . . . . . . . . . . . . . .イカゲーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
 シスターズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
ウ・ドファン . . . . . . . . . . . . . . . . . . 私の国 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150
ウヨン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ドリームハイ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 273
オク・テギョン. . . . . . . . . . . . . . .ヴィンチェンツォ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 218
 御史とジョイ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 221
オ・ナラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .マイ・ディア・ミスター～私のおじさん～ . . . . . . . 53,248
オ・ミンソク . . . . . . . . . . . . . . . . .ミセン―未生― . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 100,211
 愛はビューティフル、人生はワンダフル . . . . . . . . . . . 207
オム・ギジュン . . . . . . . . . . . . . .シスターズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
オム・ジウォン . . . . . . . . . . . . . .シスターズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
オム・ヒョンギョン . . . . . . . . . . 復讐の花束をあなたに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 215
オ・ヨンス . . . . . . . . . . . . . . . . . . .イカゲーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
オ・ヨンソ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 美男堂の事件手帳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 227
オン・ソンウ . . . . . . . . . . . . . . . . . 十八の瞬間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 263
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本 文 に 登 場 す る 主 な 俳 優 の 出 演 作 一 覧

俳優名は五十音順に並んでいます。
出演作品の紹介ページから各俳優の記述を読むことができます。

Ara . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 花郎〈ファラン〉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135
 応答せよ1994 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136
IU . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .マイ・ディア・ミスター～私のおじさん～ . . . . . . . . . . . . 53
 麗〈レイ〉～花萌ゆる8人の皇子たち～ . . . . . . . . . . 132
 ホテルデルーナ～月明かりの恋人～ . . . . . . . . . . . . . . . . 239
 キレイな男. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 261
 ドリームハイ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 273
V . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 花郎〈ファラン〉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135
アリン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 還魂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 230
アン・ヒョソブ . . . . . . . . . . . . . . . 社内お見合い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 94,253
イ・イルファ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 恋のスケッチ～応答せよ1988～ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 102
 応答せよ1997 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 196
イエル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 私の解放日誌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118
イ・ジェウク. . . . . . . . . . . . . . . . . . 還魂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 230
イ・ジェヨン . . . . . . . . . . . . . . . . .ポッサム～愛と運命を盗んだ男～ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 164
イ・ジャンウ . . . . . . . . . . . . . . . . . 人生最高の贈り物
 　～ようこそ、サムグァンハウスへ～ . . . . . . . . . . . . . . . . . 75
イ・ジュノ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 赤い袖先 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27
イ・ジュヨン . . . . . . . . . . . . . . . . . 梨泰院クラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32
イ・ジュンギ . . . . . . . . . . . . . . . . . 麗〈レイ〉～花萌ゆる8人の皇子たち～ . . . . . . . . . . 132
 悪の花 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 185
 イルジメ〔一枝梅〕 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255
 無法弁護士～最高のパートナー～ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 259
 アゲイン・マイ・ライフ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 262
イ・ジョンウン . . . . . . . . . . . . . . . 私たちのブルース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 120
イ・ジョンジェ . . . . . . . . . . . . . . .イカゲーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
イ・ジョンソク . . . . . . . . . . . . . . . Wー君と僕の世界－ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 256
イ・セヨン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 赤い袖先 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27
 王になった男 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 152
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



